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まち・むらの話題まち・むらの話題

笠置町

笠置町

和束町

笠置の夏の風物詩と駅舎のプレオープン

笠置灯ろう流しと笠置音頭ゆかた祭り

早稲田大学大学院の学生が政策提案をされました

　8月 5日（土）、第 29回笠置夏まつりが開かれました。
　夜店・ゆるキャラ「笠やん」の登場や花火大会など様々なイベントがおこなわれ、来場者数は昨年を上
回る約 9,000 人でした。
　今年は「お茶の京都博」のターゲットイヤーであり、お茶をモチーフにした緑色の花火が打ち上げられ
るなど、まつりのフィナーレを飾る花火大会も
大盛況でした。
　また、夏まつりとあわせて JR笠置駅舎内に
新しく「S

ス テ ー シ ョ ン

TATION!!」がプレオープンしました。
ネイルサロンやカフェ、和菓子の物販等をおこ
なっておりますので、ご来店をよろしくお願い
します。

　8月 16 日（水）午後 7時ごろ、笠置灯ろう流しがおこなわれ、今年も約 600 基の灯ろうが笠置大橋の
上流から木津川に流され、水難事故等で亡くなられた方を偲びました。
　また同日、笠置音頭ゆかた祭りが、笠置いこいの館ゲートボール場にておこなわれました。この祭りは
映画「笠置Rock!」で 30年ぶりに復活した笠置音頭を広く発信しようと、町民自ら企画したものです。

　祭りには、夜店・天体観測
会やゆるキャラ「笠やん」の
登場等イベント盛りだくさん
で、町内外からたくさんの方が
訪れ、浴衣姿で笠置音頭を踊
り、心を一つに祭りを楽しみ
ました。

　8月 4日（金）〜 9日（水）までの日程で、和束町と「連携・協働に関する基本協定」を締結している
早稲田大学大学院の学生が、今年で 9回目を迎える「京都講座」のため和束町にこられました。
　2班に分かれて町内での意見交換会やフィールドワークを通してまちの現状や課題を探り、最終日には地
域活性化に向けた政策提案発表会が開かれました。
　A班は「和束町宝探しプロジェクト」と題して、
気球を飛ばし上空で茶畑の撮影や和束茶の振る舞
いを楽しむプランを、B班は「湯船森林公園のさ
らなる活性化」と題して、公園内に川床を設置し涼
みながらバーベキューを楽しむプランなどを提案
されました。
　関係者はじめ住民のみなさんにおかれましては、
6日間ご協力ありがとうございました。 政策提案発表会での様子

新しく駅舎にオープンした「S
ステ ー シ ョ ン

TATION!!」

笠置音頭ゆかた祭りの様子

迫力満点の花火大会

灯ろう流しの様子

笠置夏まつり花火大会にご協賛いただきましたみなさん、ありがとうございました。

（株）松井組　　（株）森本組　　ツーワイ合成（有）　　森井商店　　（医）伊左治医院　　（株）森本コーポレーション　　（有）エムテー工業 ₂



まち・むらの話題まち・むらの話題

南山城村

和束町

南山城村

和豆香グリーンファーム開園

心温まるお茶の寄贈

京・村まつり 2017

　7月 29日（土）より、お茶の産地である和束町で、野菜の収穫体験が出来る
ようになりました。
　ガラスハウスでの栽培ではありますが、和豆香グリーンファームでなければ
収穫できない野菜を収穫することができます。
　イチゴの形をしたミニトマト「トマトベリー」、ポップコーンの原材料である
「爆裂トウモロコシ」、イタリア野菜の「ゴルゴ」（ビーツ）など、スーパーでは
見かけない野菜を栽培しています。
　季節に合わせて収穫できる野菜が変わりますので、一年を通して楽しんで�
いただけます。営業は毎日午前 9時〜午後 5時（年末年始を除く）です。ぜひ
お越しください。

問合せ　和豆香グリーンファーム
　　　　☎ 080・2513・7302（グリーンファーム専用電話）

　今年も、村内の製茶工場からのご厚意でいただいたお茶（160kg）を 7月 25日（火）に、特別養護老人
ホームをはじめ 14ヶ所の施設にお届けしました。このお茶の寄贈は、村を離れ施設で暮らしている方に村
のお茶を飲んでもらおうと始めたのがきっかけで、毎年特別養護老人ホーム等の施設に届けているもので
す。各施設からは「お茶が届くのを毎年楽しみにしています。」との声が多く聞かれました。
　今回、お茶をいただいた製茶工場と届けた施設は次のとおりです。（順不同）

　7月 30日（日）、やまなみホールと河川敷公園で「京・村まつり 2017」が開かれ、様々な催しがおこな
われました。
　木津川周辺ではカヌー体験やアクアボール・水鉄砲・魚つかみ・宝さがし、出展スペースでは村の特産
物を使った食べ物や飲み物と手作りの品等が並びました。デッキではフラダンスやバンド演奏、やまなみ
ホールでは南山城村フォトコンテスト展示・工作・陶芸など、夏の南山城村を満喫できる盛りだくさんの
内容で村内外から多くの来場者があり大盛況の催しとなりました。

■お茶を届けた施設
南山城村社会福祉協議会
加茂きはだ園（木津川市）
わらく（和束町）
加茂の里（木津川市）
山城ぬくもりの里（木津川市）
ライフサポート協会　庵（木津川市）
神の園（精華町）

いづみ福祉会（木津川市）
せせらぎ苑（山添村）
香梅苑（奈良市）
第二梨ノ木園（伊賀市）
おおぞら（伊賀市）
かしのみ園（伊賀市）
福寿園（伊賀市）

■寄贈をいただいた製茶工場
グリーンティー高尾
コーカ共同製茶
田山南部共同製茶工場
田山第一共同製茶工場

■焙じ加工
京都やましろ農協　南山城村支店

夏休みの工作コーナー子どもに大人気の魚つかみ毎年大人気のカヌー体験

笠置夏まつり花火大会にご協賛いただきましたみなさん、ありがとうございました。

（有）料理旅館よしや　　（宗）笠置寺　　マツヤマ薬局　　ナカムラポートリー（株）　　大西電気　　笠置歯科口腔外科診療所3



まち・むらの話題まち・むらの話題

３町村

笠置町・和束町

笠置町・南山城村

人権啓発事業街頭啓発

キラリと光る夏！一球に想いを込めて

笠置中学校からサギソウのプレゼント

　京都府では、毎年 8月を「人権強調月間」と定め、差別や人権問題をなくすため各種啓発活動をおこなっ
ています。
　笠置町では、8月 7日（月）午前 7時から JR笠置駅前にて、和束町では、7月 27 日（木）午前 7時
30 分から白栖橋交差点付近にて街頭啓発をおこないました。JR利用者の送迎にこられた方や、通勤途中
のドライバー・散歩中の方などに啓発物品を配りながら、人権の大切さを呼びかけました。
　南山城村では、8月 3日
（木）、やまなみホールにて
人権教育研修会を開きまし
た。「響きあういのち」を
テーマに講師をお招きし講
演および啓発をおこないま
した。

　8月 19 日（土）、和束運動公園において第 48 回相楽小学生ソフトボール大会が開かれました。管内
では、笠置小学校と和束小学校からそれぞれ 1チームが出場し、夏休みの早朝からの練習や昼間の猛暑の
中で、一生懸命練習に励んできた成果を存分に発揮しました。大会には全 6チームがエントリーし、2つの
ゾーンに分かれてリーグ戦
がおこなわれました。管内
の代表チームでは、Aゾー
ンで和束ファイターズが準
優勝に輝きました。

　夏に咲く野生ランの 1つであるサギソウは、かつて南山城村に群生していた花です。しかし今では、京
都府で絶滅寸前種に指定されており、笠置中学校の 1年生が「サギソウのことを多くの人に知ってもらう
には、どのようにPR活動すればよいか」をテーマに、毎年サギソウについての学習
をしています。
　今年度はその学習の一環として、7月から 8月にかけて普段お世話になっている
笠置町・南山城村の事業
所等（12 カ所）を生徒
たちが訪問し、中学校で
育てているサギソウの鉢
をプレゼントしました。

街頭啓発の様子（JR笠置駅前）和束町白栖橋交差点付近で街頭啓発 やまなみホールでの啓発の様子

笠置夏まつり花火大会にご協賛いただきましたみなさん、ありがとうございました。

都らいぶカサギ　　自遊宿料理旅館松本亭　　笠やん　　なかさだ　　（株）かさぎゴルフ倶楽部　　（有）フジタカヌー　　きよみ美容室

南山城村役場での贈呈笠置町役場での贈呈 いただいたサギソウは
大切に育てています

笠置ブルースターズ 和束ファイターズ

₄
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す
。
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十
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受
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し
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・
南
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村
）

警察庁長官より表彰を受けた
山本幸男さん

笠置夏まつり花火大会にご協賛いただきましたみなさん、ありがとうございました。

（有）井上機械店　　（株）谷川石油　　中嶋食品　　久保田呉服店　　中西電機（株）　　西村モータース　　リバーサイド大扇　　松本農林₅
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家

族
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
方

が
、
自
分
の
「
最
期
」「
死
」
に

つ
い
て
何
か
し
ら
考
え
た
こ
と
が

あ
り
、
さ
ら
に
自
分
の
「
最
期
」

「
死
」
に
つ
い
て
の
希
望
・
要
望

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
延
命
治
療
は
し
て
ほ
し
く

な
い
、
で
き
れ
ば
住
み
慣
れ
た
自

分
の
家
で
死
に
た
い
、
家
族
に
迷

惑
を
か
け
た
く
な
い
の
で
施
設
や

病
院
で
死
に
た
い
、
な
ど
が
主
な

内
容
で
し
た
。

　

日
本
は
こ
れ
か
ら
多
死
社
会

を
迎
え
ま
す
。
出
生
率
が
減
少

し
、高
齢
化
率
が
増
加
す
る
た
め
、

年
々
死
亡
者
数
は
増
加
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
日
本
で
亡
く
な
る
人
の
8
割

は
病
院
で
亡
く
な
り
ま
す
。
残
り

の
2
割
の
う
ち
半
分
は
自
宅
、
半

分
は
介
護
施
設
で
す
。
今
後
、
死

亡
者
数
は
増
加
し
て
い
く
の
に
対

し
て
病
院
の
病
床
数
は
増
加
し

な
い
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
そ

う
な
る
と
病
院
以
外
の
「
死
に
場

所
」
が
必
然
的
に
増
え
て
い
く
は

ず
で
、
我
々
医
師
会
は
そ
れ
に
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
在

宅
死
・
在
宅
看
取
り
に
も
っ
と
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
、
上
述
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
「
最
期
」「
死
」
に
対

す
る
希
望
を
、
希
望
通
り
に
叶
え

て
あ
げ
ら
れ
る
た
め
に
ま
ず
必
要

な
こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

そ
れ
は
患
者
さ
ん
の
そ
の
希
望
を

家
族
と
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
当

た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
っ
た
で

し
ょ
う
が
、
実
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者

さ
ん
は
自
分
の
家
族
と
自
分
の

「
最
期
」「
死
」
に
つ
い
て
話
を
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
何

が
希
望
な
の
か
家
族
が
知
ら
な
い

の
に
、
希
望
通
り
の
「
死
」
を
迎

え
ら
れ
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
死
」
は
平
等
に
誰
に
で
も
い
つ

か
は
訪
れ
る
も
の
で
、
忌
み
嫌
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で

人
生
を
精
一
杯
生
き
て
き
た
最
後

の
証
と
し
て
の
「
死
」
を
希
望
通

り
迎
え
る
た
め
に
も
、
家
族
と
話

す
時
間
を
と
っ
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

南
山
城
村　
　
　
　
　
　
　

竹
澤
内
科
・
小
児
科
医
院　

竹
澤　

健

　

献
血
推
進
協
議
会
で
は
、
献
血
に
対
す
る
知
識
や
見
識

を
深
め
、
今
後
の
南
山
城
村
に
お
け
る
献
血
を
積
極
的
に

推
進
す
る
た
め
の
視
察
研
修
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

11
月
10
日
（
金
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場　

所　

献
血
ル
ー
ム
四
条
（
京
都
市
）

　
　
　
　

※�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
駐
車
場
か
ら
、
村
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
に
乗
っ
て
行
き
ま
す
。

参
加
対
象
者　

南
山
城
村
在
住
者

参
加
費　

1
人
2
0
0
0
円

定　

員　

先
着
10
人
（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

締　

切　

10
月
13
日
（
金
）　

問
合
せ
・
申
込
み

　

南
山
城
村
保
健
福
祉
課

　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
4
（
直
通
）

　

平
成
29
年
度
第
3
回
目
の
「
C
a
f
e
い
き
い
き
」

を
開
き
ま
す
。
老
い
へ
の
不
安
・
一
人
へ
の
不
安
・
介

護
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
交

流
で
き
る
場
所
で
す
。
今
回
は
「
認
知
症
対
応
グ
ッ
ズ
・

自
治
体
の
動
き
」に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日　

時　

9
月
21
日
（
木
）
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

場　

所　

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
旧
保
育
園
施
設

　
　
　
　
（
い
き
い
き
元
気
広
場
）

内　

容　

�

い
っ
ぱ
い
し
ゃ
べ
っ
て
情
報
交
換
・
コ
ー
ヒ
ー

タ
イ
ム
・
お
い
し
い
お
や
つ
と
お
茶
で
交
流

問
合
せ　

南
山
城
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

　
「
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
」「
誰
か
に
話
を

聞
い
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
、
が
ん
に
関
わ
る
様
々
な

相
談
を
お
受
け
す
る
窓
口
と
し
て
、
京
都
府
山
城
南
保

健
所
に
て
出
張
相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日　

時　

9
月
5
日
（
火
）・
10
月
3
日
（
火
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保

健
師
ま
た
は
看
護
師

相
談
料　

無
料

予　

約　

�

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
左
記
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
京
都
市
南
区

東
九
条
下
殿
田
町
43 

メ
ル
ク
リ
オ
京
都
2
階
）

☎
0
1
2
0
・
0
7
8
・
3
9
4
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
及

び
対
面
相
談
を
、
月
〜
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

の
午
前
9
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時
に
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

南
山
城
村
献
血
推
進
協
議
会

視
察
研
修
会
の
ご
案
内

第
3
回
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
い
き
い
き

の
お
し
ら
せ
（
南
山
城
村
）

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8時 30分～

午後 0時 30分
診療時間 午前 9時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
10 月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
10 月 1 日（日） 内科
10月 8 日（日） 内科・小児科
10月 9 日（月・祝） 内科
10月 15日（日） 内科・小児科
10月 22日（日） 内科・小児科
10月 29日（日） 内科
※9月分については広報れんけい8月号をご覧ください。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎ 0774・73・9988（直通）

笠置夏まつり花火大会にご協賛いただきましたみなさん、ありがとうございました。

カット・サロンWADA　　（有）協和グリーン　　（株）仲川組　　秋山達税理士事務所　　仲北悦雄　　田中正嗣　　鈴木紘一 6



保健・福祉保健・福祉

相楽東部３町村ではそれぞれ敬老会をおこないます。
どなたでもご来場いただけますので、ご近所お誘い合わせのうえご参加ください。

笠 置 町　9月 15日（金）午後 1時〜　　　　　笠置町産業振興会館
和 束 町　9月 16日（土）午前 9時〜　　　　　社会福祉センター
南山城村　9月 2日（土）午後 1時 30分〜　　やまなみホール

長寿 おめでとうございます
　９月 18日（月・祝）は多年にわたり社会に尽くしてこられた高齢者を敬愛し、長寿を祝う「敬老の日」です。
笠置町・和束町・南山城村では多くの方が米寿をお迎えになられました。これからもますますお元気でお
過ごしいただくことを祈念いたします。

（敬称略）

籔　下　百　三

瀧　山　照　生

中　西　一　泰

谷　本　朝　子

山　田　冴　子

小　谷　正　之

川　口　辰　枝

田　中　京　子

石　田　愛　子

植　田　フサ子

福　仲　　　朗

澁　久　キヌヱ

久保田　正　子

今　西　清　隆

南　　　次　郎

仲　田　美惠子

福　𠮷　　　孝

山　仲　　　勇

後　藤　光　雄

菅　瀨　　　操

奧　田　トシ子

猪　野　耕　治

大　仲　ユ　キ

柚　木　三　二

母　出　富美子

柚　木　千鶴代

久保田　忠　夫

福　岡　初　子

仲　矢　喜代子

髙　村　ト　ミ

毛　海　豊　子

奧　　　通　子

奥　森　一　郎

金　丸　光　子

仲　辻　せつ子

子　安　ミ　サ

𠮷　田　冨　子

奧　田　ス　ギ

伊　藤　ミサ子

畷　　　みつ子

藤　井　和　子

德　元　ミ　サ

川　下　比佐子

久　保　キミヱ

稲　置　時　子

辻　村　文　章

廣　尾　幸　子

福　岡　利　平

阪　田　光　雄

中　尾　政　子

今　村　ふみ�

藤　井　トヨノ

藤　田　宗　雄

北　　　ゆ　き

杉　本　𠮷　正

木　﨑　米　子

前　田　豊　子

中　屋　ゆき子

松　井　ヒロ子

松　田　悦　子

田　村　勝　己

田　村　し　ず

池　田　周　子

岡　田　　　茂

堀　　　 　惠

杉　本　國　子

向　井　ツギヱ

吉　田　マツヱ

久　保　圭　子

北　村　知惠子

中　井　一　郎

奥　　　良　雄

森　下　幸　野

鵜　飼　茂　子

北　　　住太郎

藤　村　きみ�

池　田　ちよの

西　田　吉　治

矢　野　幸　代

竹　内　和　子

藤　井　き　ゑ

奥　　　きみ�

笠置町　　　　　　　和束町　　　　　　　　　　　　　　　　南山城村

笠置夏まつり花火大会にご協賛いただきましたみなさん、ありがとうございました。

中西康博　　加納住建　　中西巌　　高見進　　前田喜四雄　　（株）山本組　　京都銀行木津支店　　南都銀行加茂支店₇



教　育教　育

　7月 27 日（木）、障がいを正しく理解し、共に楽しく過ごす交流の場として、今年で 9回目となる�
「れんごう夏季交流会」が開かれ、管内から約 60人の小学生・中学生が和束小学校に集まりました。
　学校紹介から始まった交流会では、自分たちの学校の特色や自慢できるところを発表し合い、お互いの
学校生活の様子などを知ることができました。
　その後、4つの班に分かれて、一人ひとりが自己紹介をした後ゲームを楽しみました。コーンをバトン代
わりにして 5つのコーンを早く積み上げるゲーム、30ピースに分かれたパズルを組み合わせて一つの絵を
完成させるパズル、じゃんけんをして負けたら相手の列の後ろに列を連結する「じゃんけん列車」など子
どもたちは大いに盛りあがりました。
　次に、大きな布を上下左右に動かして遊ぶパラバルーンを楽しみました。これも子どもたちに大好評で、
楽しそうな声が体育館に響き渡っていました。
　最後に、終わりの集いで感想を出し合い、班の代表者がまとめて意見交流をおこないました。いつもと�
違った友達と交流を深めることができ、楽しいひとときを過ごしました。

　7月 13 日（木）、和束中学校 1年生 25 人が、京都府庁でお茶のふるまいをしました。お茶は 5月に学
校管理茶園で摘んだもので、本校卒業生が考案した「愛

め

茶
さ

クッキー」とあわせてもてなしました。このクッ
キーには、煎茶が練り込まれており、卵不使用でアレルギーに配慮しています。
　当日は、午後 1時 30分〜 3時 30分の 2時間で、200 人を超える方々に来ていただきました。また、京
都府知事をはじめ、京都府教育長や教育委員のみなさんにもお茶をふるまいました。来ていただいたみな
さんにお茶のいれ方を説明し、�
おいしく飲んでもらえるよう頑張
りました。多くの方からお褒めや
感謝の言葉をいただき、5月から
始めた総合的な学習の成果を実感
することができました。

和束中学校 1 年生京都府庁で新茶会

平成29年度れんごう夏季交流会
― ともだち いっぱい！ なかよくなろう！―

相楽東部広域連合
教育支援委員会主催

学校紹介の様子 パラバルーンを楽しむ様子

笠置夏まつり花火大会にご協賛いただきましたみなさん、ありがとうございました。

京都中央信用金庫加茂町支店　　笠置郵便局　　JAやましろ南山城村支店　　B・Bイナバ 8



﹁
電
子
ギ
フ
ト
券
で
支
払
い
﹂
は
詐
欺
で
す

　

平
成
29
年
上
半
期
（
1
月
〜
6
月
）
に
お
け
る
京
都
府

内
の
特
殊
詐
欺
被
害
は
1
5
2
件
発
生
（
前
年
比
＋
77

件
）
と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
特
に
警
察
官
を
騙
っ
た

還
付
金
返
還
詐
欺
と
有

料
サ
イ
ト
利
用
名
目
等

の
架
空
請
求
詐
欺
が
急

増
し
て
お
り
、
被
害
者

の
多
く
は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
す
。
身
近
な

高
齢
者
の
方
に
声
を
か

け
て
被
害
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
予
兆
電
話
（
不
審
電
話
）
も
増
加
し
て
お
り
、

警
察
か
ら

　
「
あ
な
た
の
口
座
が
事
件
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。」

息
子
か
ら

　
「
風
邪
を
ひ
い
た
。
携
帯
番
号
が
変
わ
っ
た
。」

市
役
所
・
役
場
か
ら

　
「
A
T
M
で
医
療
費
の
還
付
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。」

な
ど
の
不
審
な
電
話
を
受
け
た
場
合
は
す
ぐ
に
警
察
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

　

9
月
21
日
（
木
）
〜
30
日
（
土
）
は
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
の
実
施
期
間
で
す
。

　

運
動
重
点

　

◦�

子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
と
高
齢
運
転

者
の
交
通
事
故
防
止

　

◦�

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
者
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止

　

◦�

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

◦�

飲
酒
運
転
の
根
絶

　

◦�

歩
行
中
・
運
転
中
の
ス
マ
ホ
等
の
操
作
等
の
禁
止
の

徹
底

　

◦�

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

　

◦�

自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
促
進

　

運
動
期
間
中
の
み
で
な
く
、
み
ん
な
で
交
通
安
全
意
識

を
高
め
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

笠
置
町
で
は
9
月
21
日
（
木
）、
午
前
7
時
〜
8
時

ま
で
、
J
R
笠
置
駅
前
と
ロ
ー
ソ
ン
笠
置
切
山
店
前
に

て
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
街
頭
啓
発
活
動
を
お
こ
な
い

ま
す
。

　

和
束
町
で
は
9
月
21
日
（
木
）、
午
前
7
時
30
分
〜
8

時
ま
で
、
和
束
町
白
栖
橋
前
交
差
点
付
近
で
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
街
頭
啓
発
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

南
山
城
村
で
は
9
月
21
日
（
木
）、
午
前
7
時
〜
8
時

ま
で
、
J
R
大
河
原
駅
・
月
ヶ
瀬
口
駅
・
田
山
宮
ノ
前

バ
ス
停
前
・
南
山
城
小
学
校
前
交
差
点
・
月
ヶ
瀬
N
T

ロ
ー
タ
リ
ー
に
て
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
街
頭
啓
発

活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

主　

催　

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村

　
　
　
　

�

笠
置
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
・
和
束
町
交
通

安
全
対
策
協
議
会
・
南
山
城
村
交
通
安
全
対
策

協
議
会

木
津
警
察
署
か
ら
の

お
し
ら
せ

平
成
29
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

﹁
見
る
こ
と
も　

見
ら
れ
る
こ
と
も　

事
故
防
止
﹂

　

南
山
城
村
で
は
、
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
地

震
に
備
え
「
耐
震
出
前
講
座
」
を
開
き
ま
す
。

　

今
で
き
る
住
ま
い
の
地
震
対
策
に
つ
い
て
、
実
例
や
映

像
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
す
る
内
容
で

す
。
み
な
さ
ん
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時　

9
月
10
日
（
日
）
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

場　

所　

南
山
城
村
農
村
婦
人
の
家

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
94
・
0
0
4
0

内　

容　

�

講
演
「
南
山
城
村
に
お
い
て
予
想
さ
れ
る
地
震

の
規
模
と
被
害
」「
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と

耐
震
補
強
方
法
に
つ
い
て
」
他

講　

師　

N
P
O
法
人
「
人
・
家
・
安
全
支
援
機
構
」

　
　
　
　

専
務
理
事　

大
石
正
美
さ
ん

問
合
せ　

南
山
城
村
建
設
水
道
課

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
6
（
直
通
）

耐
震
出
前
講
座

～
今
で
き
る
地
震
対
策
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
～

安心・安全安心・安全

₉



おしらせおしらせ
『
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
』

実
施
日　

9
月
29
日
（
金
）

時　

間　

午
後
7
時
30
分
〜
9
時

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

参
加
対
象　

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
中
学
生
以
上
の
方

定　

員　

先
着
10
人

申
込
受
付　

9
月
13
日
（
水
）
〜
24
日
（
日
）

　
　
　
　

※
月
火
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
込
み　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
図
書
室

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
0
1
3

『
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

9
月
4
日
（
月
）

時　

間　

午
後
7
時
30
分
〜
8
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

9
月
6
日
（
水
）・
20
日
（
水
）

時　

間　

午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

9
月
14
日
（
木
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

女
性
学
講
座

『
さ
ば
寿
司
体
験
教
室
』

実
施
日　

10
月
4
日
（
水
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　

所　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

講　

師　

井
上
晃
一
さ
ん
（
ス
ー
パ
ー
カ
ネ
タ
・
和
城
）

参
加
費　

3
0
0
0
円
（
寿
司
1
本
と
半
身
）

参
加
対
象　

�

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生
不
可
）

定　

員　

先
着
10
人

申
込
受
付　

9
月
11
日
（
月
）
〜
22
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

�

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
事
業

『
終
活
』
セ
ミ
ナ
ー

実
施
日　

9
月
23
日
（
土
・
祝
）

時　

間　

午
後
2
時
〜
3
時

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館
1
階

講　

師　

名
村
淳
史
さ
ん

　
　
　
　
（
司
法
書
士
法
人�

F
＆
P
a
r
t
n
e
r
s
）

参
加
対
象　

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
成
人
の
方

定　

員　

先
着
30
人

申
込
受
付　

9
月
4
日
（
月
）
〜
22
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

�

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

9
月
19
日
（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
〜
4
時

場　

所　

笠
置
会
館
1
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

9
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場　

所　

和
束
町
役
場
1
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
（
直
通
）

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

9
月
27
日
（
水
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・困
り
ご
と
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

9
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

9
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日

場　

所

9
月
12
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

29
日
（
金
）
笠
置
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

9
月
13
日
（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

15
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

き
こ
え
の
相
談
会

日　

時　

9
月
26
日
（
火
）　

　
　
　
　

①
午
前
10
時
〜　

②
午
前
11
時
〜

　
　
　
　

③
午
後
1
時
〜　

④
午
後
2
時
〜

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時
間
程
度
）

対　

象

　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で
聴
こ
え

に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み

　

お
電
話
ま
た
は
、
F
A
X
で
9
月
19
日
（
火
）

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
ご
予
約
の
際
、お
名
前
・

年
齢
・
住
所
・
電
話
（
F
A
X
番
号
）・
相
談
内
容
・

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込

み
が
多
い
場
合
は
、
変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
6
1
9
–0
2
1
4

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
　
　

0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時 

9
月
12
日
（
火
）・
26
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

費　

用　

無
料 

場　

所　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
–10

　
　
　
　
（
J
R
木
津
駅�

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

問
合
せ　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　

0
8
0
・
1
4
2
8
・
3
4
2
0

筋
・
神
経
系
難
病
専
門
医
相
談

日　

時　

9
月
26
日
（
火
）　

午
後
1
時
〜
5
時

　
　
　
　
（
個
別
相
談
・
時
間
予
約
制
）

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

対
象
者　

�

木
津
川
市
・
相
楽
郡
在
住
の
筋
・
神

経
系
難
病
患
者
（
疑
い
の
あ
る
者
を

含
む
）
と
そ
の
家
族

　
　
　
　
︻
対
象
疾
患
︼

　
　
　
　

�

脊
髄
小
脳
変
性
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

関
連
疾
患
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
進
行

性
核
上
性
麻
痺
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変

性
症
）、
多
系
統
萎
縮
症
（
線
条
体
黒
質

変
性
症
、
シ
ャ
イ
・
ド
レ
ー
ガ
ー
症
候

群
、
オ
リ
ー
ブ
・
橋

き
ょ
う・

小
脳
萎
縮
症
）、

多
発
性
硬
化
症
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化

症
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病
等

内　

容　

�

専
門
医
に
よ
る
病
気
や
療
養
生
活
等

に
つ
い
て
の
個
別
相
談

担
当
医
師　

�

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
南
京
都
病
院

　
　
　
　

神
経
内
科
診
療
部
長　

岡
伸
幸
医
師

定　

員　

5
人

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

9
月
19
日
（
火
）
ま
で

相
　
談

講
　
座

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 29 年 7 月受付）。
　氏　名：匿名希望　　住　所：兵庫県芦屋市　　寄附金：10,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

�



おしらせおしらせ

　

受
付
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　

受
付
場
所　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　

事
務
局
（
9
階
）

　

※
郵
送
で
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

試　

験

　

第
一
次
筆
記
試
験
⋮
10
月
15
日
（
日
）

　

第
二
次
面
接
試
験
⋮
11
月
上
旬
（
予
定
）

採
用
予
定
日　

平
成
30
年
4
月
1
日

身
分
・
給
与
等

�　

採
用
後
は
、
国
民
健
康
保
険
山
城
病
院
組
合

職
員
（
地
方
公
務
員
）
と
な
り
ま
す
が
、
地
方

公
務
員
法
第
22
条
に
基
づ
き
採
用
の
日
か
ら

6
ヶ
月
間
は
試
用
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

給
与
は
、
国
民
健
康
保
険
山
城
病
院
組
合
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

初
任
給（
月
額
）

※ 

地
域
手
当
6
％
を

含
む

大
学
卒
1
8
8
，8
9
2
円

短
大
卒
1
7
1
，4
0
2
円

高
校
卒
1
5
9
，5
3
0
円

（
平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
）

　

職
歴
に
応
じ
て
右
記
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
扶
養
手
当
・
通
勤
手
当
等
が
要
件

に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

期
末
・
勤
勉
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）
は
年
2
回

支
給
さ
れ
ま
す
。

勤
務
時
間

　

完
全
週
休
2
日
制
で
す
。

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
5
時
15
分
ま
で
で
す
。

休　

暇

　

年
次
有
給
休
暇
年
20
日
（
4
月
新
規
採
用
者

は
15
日
）

　

そ
の
他
病
気
休
暇
・
結
婚
休
暇
等
あ
り

福
利
厚
生

　

京
都
府
市
町
村
職
員
共
済
組
合
へ
の
加
入
に

よ
り
保
険
給
付
・
貸
付
け
等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ

　

〒
6
1
9
–0
2
1
4

　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
丁
目
27
番
地

　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー�

事
務
局

　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
2
3
5

　

http://w
w
w
.yam

ashiro-hp.jp

平
成
29
年
度
自
衛
官
募
集

募
集
種
目
及
び
試
験
期
日
等

募
集
種
目

受
付
期
間

試
験
期
日

資
格

自衛官
候補生

男子
年
間
を
通
じ
て

お
こ
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

受
付
時
に

　

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

　

※

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
者

女子

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

推薦
11
月
1
日（
水
）〜

12
月
1
日（
金
）

　

平
成
30
年

　

1
月
6
日（
土
）〜

　
　
　

8
日（
月
・
祝
）

　

※
い
ず
れ
か
1
日
を

　
　

指
定
さ
れ
ま
す
。

男
子
で
中
卒
（
見

込
含
）
17
歳
未
満

の
成
績
優
秀
か
つ

生
徒
会
活
動
等
に

顕
著
な
実
績
を
修

め
、
学
校
長
が
推

薦
で
き
る
者

一般
平
成
29
年

11
月
1
日（
水
）〜

平
成
30
年

1
月
9
日（
火
）

1次
平
成
30
年

　

1
月
20
日（
土
）

男
子
で
中
卒
（
見

込
含
）
17
歳
未
満

の
者

2次
平
成
30
年

　

2
月
1
日（
木
）〜

　
　
　

4
日（
日
）

※
い
ず
れ
か
1
日
を

　

指
定
さ
れ
ま
す
。

（
注
）　

※�

平
成
30
年
3
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
又
は
中
等
教
育

学
校
卒
業
予
定
者
の
採
用
試
験
は
、
原
則
と
し
て
平
成

29
年
9
月
16
日
以
降
に
お
こ
な
い
ま
す
。

受
付
及
び
問
合
せ

（
1
）　

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部

　
　
　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
笠
殿
町
38

　
　
　

☎
0
7
5
・
8
0
3
・
0
8
2
1

　
　
　

�http://w
w
w
.�m
od.go.jp/pco/

kyoto/

（
2
）　

宇
治
地
域
事
務
所

　
　
　

�

宇
治
市
広
野
町
西
裏
71
–5

　
　
　

S
・
C　

O
K
U
B
O　

2
0
2
号
室

　
　
　

☎
0
7
7
4
・
44
・
7
1
3
9

（
3
）　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　

笠
置
町
西
通
90
–1

　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

　
　
　

和
束
町
総
務
課

　
　
　

和
束
町
釜
塚
生
水
14
–2

　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
（
直
通
）

　
　
　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　

南
山
城
村
北
大
河
原
久
保
14
–1

　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2
（
直
通
）

（
4
）　

そ
の
他

　
　
　

�

自
衛
隊
各
駐
屯
地
・
各
基
地
等
に
お
い

て
も
案
内
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者　

�

木
津
川
市
・
笠
置
町
・
和
束
町
及
び

南
山
城
村
に
在
住
ま
た
は
勤
務
者

　
　
　
　
（
原
則
、中
学
生
以
上
の
方
と
し
ま
す
。）

募
集
人
員　

先
着
30
人

　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

9
月
1
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部�

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2

国
民
健
康
保
険
山
城
病
院
組
合
職
員
募
集

職
種
・
募
集
人
員
及
び
応
募
資
格

職　

種

募
集
人
員

応
募
資
格

事
務
職
員

（
大
卒
）

若
干
名

平
成
元
年
4
月
2
日
以
降
の
出
生
者
で
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
4
年
制
大
学
（
同
程

度
と
認
め
る
も
の
を
含
む
。）
を
卒
業
し
た

者
（
平
成
30
年
3
月
卒
業
見
込
み
者
も
可
）

事
務
職
員

（
短
大
卒
）

平
成
3
年
4
月
2
日
以
降
の
出
生
者
で
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
短
期
大
学
又
は
高
等

専
門
学
校
（
同
程
度
と
認
め
る
も
の
を
含

む
。）
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
30
年
3
月
卒

業
見
込
み
者
も
可
）

※�
右
記
（
大
卒
）
に
該
当
す
る
方
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

事
務
職
員

（
高
卒
）

平
成
5
年
4
月
2
日
以
降
の
出
生
者
で
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
（
同
程
度

と
認
め
る
も
の
を
含
む
。）
を
卒
業
し
た
者

（
平
成
30
年
3
月
卒
業
見
込
み
者
も
可
）

※�

右
記
（
大
卒
又
は
短
大
卒
）
に
該
当
す

る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
手
続
及
び
受
付

　

申
込
時
必
要
書
類

　

◦
申
込
書
（�

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

）

事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

　

◦
履
歴
書
（�

必
要
事
項
を
記
入
し
撮
影
後
3
ヵ
月

）

以
内
の
写
真
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

※�

右
記
書
類
は
、京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

　

◦�

最
終
学
校
卒
業
証
明
書
（
卒
業
証
書
の
写

し
で
も
可
）
ま
た
は
卒
業
見
込
み
証
明
書

　

※
提
出
書
類
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

受
付
期
間

　
　

�

9
月
1
日
（
金
）
〜
22
日
（
金
）

　
　
（
た
だ
し
、土
・
日
・
祝
日
は
受
付
い
た
し
ま
せ
ん
。）

申
込
み　

�

京
都
府
山
城
南
保
健
所
保
健
室
へ
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
9
8
1

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

企
画
展

「
発
掘
さ
れ
た
京
都
の
歴
史
2
0
1
7
」

日　

時　

�

9
月
9
日
（
土
）
〜
24
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

文
化
財
連
続
講
座

　

文
化
財
に
関
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
で
身
近
な
話
題
を

提
供
し
、
文
化
財
へ
の
理
解
を
深
め
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
の
連
続
講
座
で
す
。
今
年
度
3
回
目
。

日　

時　

9
月
9
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　
「
発
掘
さ
れ
た
京
都
の
歴
史
2
0
1
7
」

講　

師　

�

京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
職
員

聴
講
料　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
2
0
0
円
・
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

　

※�

休
館
日　

月
曜
日
︹
9
月
18
日
（
月
・
祝
）

は
開
館
し
、
19
日
（
火
）
が
休
館
︺

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総
務
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
86
・
5
1
9
9

　
　
　
　

0
7
7
4
・
86
・
5
5
8
9

　
普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　

時　

10
月
8
日
（
日
）
午
前
9
時
〜
正
午

場　

所　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
3
階

内　

容　

�

心
肺
蘇
生
法
・
異
物
除
去
法
・
止

血
法
及
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
A
E
D
）
の
使
用
方
法
な
ど

募
　
集

催
　
し

�



おしらせおしらせ

やまなみコンサートVol.7
～ 木管八重奏のひととき ～

　やわらかな木管八重奏の明るく華やかな音楽を
聴きながら、やまなみホールのロビーで穏やかな
ひとときをすごしませんか？

日　時　9月 24日（日）
　　　　午後 3時開演　（午後 2時 30分開場）
場　所　やまなみホール　ロビー
入場料　500 円�（中学生以下無料）

プログラム
　W.A. モーツァルト／
　　　　　　　　�セレナーデ変ホ長調KV375

フィガロの結婚より「序曲」
フィガロの結婚より「アリア」

　A. ドヴォルジャーク／スラブ舞曲No.9　他

出　演
　オーボエ………河野正孝・中島友美
　クラリネット…澤井明日美
　ホルン…………辻�浩二・松下あや香
　ファゴット……中川日出鷹　他

主　催／問合せ　
　南山城村文化会館�やまなみホール
　☎ 0743・93・0560　　 0743・93・0596

　A. ドヴォルジャーク／スラブ舞曲No.9　他

　オーボエ………河野正孝・中島友美

平成30年 成人式のご案内
　平成30年成人式を下記のとおり挙行いたします。対象者には、後日案内を送付します。
なお、昨年と会場が変更になっていますのでご注意ください。

日時　平成 30 年１月 8 日（月・祝）  午後 0 時 45 分～（受付は正午～）
場所　南山城村文化会館　やまなみホール
対象　平成 9 年 4 月 2 日～平成 10 年 4 月 1 日生まれの 3 町村在住者
※以前 3 町村に在住していた方で、参加を希望される方は教育委員会までご連絡ください。

問合せ　教育委員会�☎ 0774・78・4335　笠置町分室�☎ 0743・95・2726　南山城村分室�☎ 0743・93・0580

■ 9 月 9 日（土）　午前 9 時～（雨天翌日順延）
　笠置中学校・和束中学校

■ 9 月 30 日（土）　午前 9 時～（雨天翌日順延）
　笠置小学校・和束小学校・南山城小学校

みんなで応援に
　　　　きてね☆

お茶の京都博実行委員会事務局（京都府企画理事付） ☎075・414・4529
詳細は「お茶の京都博」HPへ（ochahaku.kyoto）

問合せ

10月21日（土）・22日（日） 午前10時～午後5時

10月29日（日） 午前10時～午後4時

問合せ：城陽市農政課 ☎0774・56・4005 問合せ：八幡市政策推進課  ☎075・983・1004

問合せ：和束町地域力推進課  ☎0774・78・3002（直通）

10月9日（月・祝） 

10月21日（土）～12月3日（日）予定 

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよい
まちづくりに使われます。

10 月 11 日（水）2 種類同時発売（各 1枚 300 円）
発売期間　10月 11日（水）〜 10月 31日（火）

公益財団法人京都府市町村振興協会

ハロウィンジャンボ5億円

ハロウィンジャンボミニ
（1等 3億円・前後賞各 1億円合わせて）

（1等 3千万円・前後賞各 1千万円）

体育大会・運動会のご案内

笠 置 町 商 工 会
パート職員募集

募集職種：事務（一般・経理）　　雇用形態：平成29年10月1日～平成30年3月31日（契約更新の可能性有）　　採用人数：1名　　
時間給：900円　　業務内容：商工業者の記帳指導等　　必要な経験等：簡単なパソコン操作ができる（ワード・エクセル）　　
募集締切：9月15日（金）午後5時　　問合せ：笠置町商工会　☎0743・95・2159　 0743・95・2960 �



★ Pick UP ★

　「だれも知らない　アンパンマン」
　やなせたかし

　昭和 51 年（1976 年）〜 昭
和 57年（1982 年）にかけて、
やなせたかしが編集長を務めた
月刊えほんに連載された「アン
パンマン」。アンパンマンの誕
生からお馴染みのコスチューム
決定の瞬間まで、だれも知らな
いエピソードが満載。

図書室図書室 消費者生活消費者生活

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　
　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）　

　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　

　
　
　
　

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
〜
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

住　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津

　
　
　
　

総
合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
は

　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ
（
電
話
の
み
）

Q
先
日
、
知
ら
な
い
会
社
か
ら
電
話

が
あ
り
、
所
有
し
て
い
る
土
地
の
こ

と
に
つ
い
て
話
を
し
た
い
と
言
わ
れ

た
。
そ
れ
は
父
か
ら
相
続
し
た
土
地

で
、
30
年
以
上
も
前
に
原
野
商
法
で

父
が
騙
さ
れ
て
購
入
し
た
ほ
と
ん
ど

価
値
の
な
い
土
地
の
こ
と
だ
っ
た
。

電
話
を
し
て
き
た
業
者
の
担
当
者
に

よ
る
と
最
近
、
外
国
人
の
間
で
投
資

ブ
ー
ム
が
起
き
て
近
辺
の
土
地
も
外

国
人
の
購
入
が
相
次
い
で
お
り
、
自

分
の
土
地
も
購
入
を
希
望
し
て
い
る

人
が
い
る
の
で
売
ら
な
い
か
と
い
う

話
だ
っ
た
。
そ
ん
な
う
ま
い
話
が
あ

る
の
か
と
不
審
に
思
っ
た
が
、
土
地

を
処
分
で
き
る
な
ら
と
い
う
気
持
ち

も
あ
る
。 

（
60
歳
代　

女
性
）

A
開
発
の
見
込
み
の
な
い
原
野
や
山

林
を
時
価
の
何
倍
も
の
価
格
で
売
り

つ
け
る
の
が
原
野
商
法
で
す
。
過
去

に
そ
れ
ら
の
被
害
に
あ
っ
た
人
た
ち

を
狙
っ
て
原
野
商
法
の
二
次
被
害
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

購
入
希
望
者
が
い
る
よ
う
に
装
っ

て
、
土
地
の
除
草
や
測
量
・
整
地
・
広

告
費
用
な
ど
様
々
な
理
由
で
契
約
さ

せ
て
お
金
を
支
払
わ
せ
ま
す
が
、
実

際
に
土
地
が
売
れ
る
見
込
み
は
ま
ず

あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
で
は
、
購
入
希
望
者
の
買
付
証

明
書
な
る
も
の
を
送
付
し
て
信
用
さ

せ
る
な
ど
、
よ
り
手
の
込
ん
だ
勧
誘

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
勧
誘
が
あ
っ
た
場
合
は
、
業
者
の

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
鵜
呑
み
に
し
て

安
易
に
話
に
乗
る
こ
と
は
せ
ず
、
実

際
の
土
地
の
売
買
状
況
を
調
べ
た
り
、

現
地
の
自
治
体
に
課
税
評
価
額
を
確

認
し
て
み
る
な
ど
し
て
慎
重
に
判
断

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
助
言
を
も
と
に
相
談

者
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
土
地
の
価
値

が
あ
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、

契
約
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

原
野
商
法
の
二
次
被
害
に
気
を
つ
け
て

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　9 月 24 日（日）　午前 10時 30分〜
　場　所　和束町体験交流センター　ホール

相
談
す
れ
ば

楽
に
な
る

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　置　町

一般書

かがみの孤城 辻村深月

小倉昌男　祈りと経営 森 健

潮騒はるか 葉室麟

児童書

言葉屋 久米絵美里

七福神の大阪ツアー くまざわあかね

子どもつなひき騒動 宝井琴調

和　束　町

一般書

月の満ち欠け 佐藤正午

星の子 今村夏子

ぐるぐる♡博物館 三浦しをん

児童書

ようかいりょうりばんづけ 澤野秋文

バナナじけん 高畠那生

ジャンケンの神様 くすのきしげのり

南山城村

一般書

だれも知らないアンパンマン やなせたかし

墨龍賦 葉室麟

こころの匙加減 高橋幸枝

児童書

彼岸花はきつねのかんざし 朽木祥

みつけてかぞえて　どこどこ
わんにゃん ガレス・ルーカス

河童のユウタの冒険　上・下 齋藤敦夫

図 書 室
　 だ よ り

☆３町村のどなたでも借りられます。
　最寄の図書室でリクエストしてください。

和束町体験交流センター図書室より
図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎0743・95・2726
和束町体験交流センター図書室… ☎0774・78・4013
南山城村図書室…………………… ☎0743・93・0522

�
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● 　笠　置　町　●
人　口　1,405 人　（-4）
世帯数　　655世帯（-2）

　〒₆₁₉-₁₃₀₃ 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,102 人　（-7）
世帯数　1,711 世帯（-2）

　〒₆₁₉-₁₂₁₂ 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799
http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,836 人　（-5）
世帯数　1,250 世帯（-2）

　〒₆₁₉-₁₄₁₁ 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030
http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成29年 8月 1日現在）３町村人口

環　境環　境

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

粗大ごみの出し方
出せるもの（一例）家具類・ふとん・カーペット・アルミ製品・調理器具
　　　　　　　　　　電化製品（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン・パソコンを除く）

　粗大ごみで収集しないもの（一例）
　　◦法律で定められたもの（家電リサイクル法等）�………… テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機・パソコン
　　◦危険なもの…………………………………………………… 消火器・ガスボンベ・廃油・農薬・火薬類
　　◦専門的なもの………………………………………………… 自動車部品（タイヤ・バッテリー等）・農機具類
　　◦処理困難物…………………………………………………… 畳・ドラム缶・浴槽・ピアノ

　出す時の注意
　　◦カーペットや布団などは小さくたたみ、縛って出してください。
　　◦刃物等の危険なものは、紙などに包んで品目を明記して出してください。
　　◦�ガラスや鏡などは収集や処理の事故防止の為、段ボール箱等に入れて出

してください。

　笠置町・和束町・南山城村から集められた粗大ごみは、クリーンセンターで燃え
るごみと燃えないごみに分別され、燃えるごみは焼却、燃えないごみは埋立処分を
おこなっています。
　粗大ごみの中にはスプレー缶・空き缶・ペットボトル等の混入が目立っています。
ごみの分別にご協力ください。

粗大ごみ

●粗大ごみ収集日
　笠　置　町　毎月　第 4月曜日
　
　和　束　町　毎月　第 3火曜日（湯船・中和束）
　　　　　　毎月　第 4火曜日（東和束・西和束）

　南山城村　毎月　第 1月曜日
（高尾・田山・今山・奥田・押原・本郷・南大河原）

　　　　　　毎月　第 2月曜日
　　　　　　　　（月ヶ瀬NT・野殿・童仙房）

　南山城村には親が童仙房に縁があって子どものときに来たことがありま
した。自然に囲まれた暮らしをしたいと思っており、大人になってから妻
と景色やホタルを見にきたりしていたので移住先を南山城村に決めました。
　バードウォッチングが趣味で、仕事中にも街中ではなかなか見られない
鳥が飛んでいるのを見ることがあり毎日の楽しみになっています。休みの
日には双眼鏡をもって村内を歩きまわっていることがありますが、怪しい
者ではありませんので声をかけてもらえたらと思っています。

　わたしたち 移  住 　しました　 　　  　 　

～大阪府守口市から南山城村に移住～
小巻憲司さん

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課　　☎ 0743･95･2301（代表）　　　南山城村産業生活課　　　　☎ 0743･93･0105（直通）
和束町農村振興課　☎ 0774･78･3008（直通）　　　相楽東部クリーンセンター　☎ 0774･78･4153


